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東
日
本
大
震
災
と
と
も
に
発
生
し
た
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
し
て
、
わ
が
国
の
原
子
力
政
策
の
あ
り

方
、
電
力
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
見
直
し
が
進
ん
で

い
る
。
日
本
の
原
子
力
開
発
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
れ
が
民
間
電
力

会
社
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
点
に
あ
る
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
そ

の
特
徴
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
、
そ
れ
が
も
つ
問
題
点
は
何

な
の
か
、
問
題
点
を
解
決
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
な
ど
に
つ
い

て
掘
り
下
げ
る
。

民
営
形
態
で
営
ま
れ
て
き
た
電
力
事
業

　

わ
が
国
で
原
子
力
発
電
が
民
間
会
社
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
の

は
、
そ
も
そ
も
、
電
力
業
自
体
が
基
本
的
に
は
民
営
方
式
を
採
用
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
最
初
の
電
力
会
社
で
あ
る
東
京
電
灯
（
現
在
の
東
京
電
力
の

前
身
）
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
年
）
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
今
日
に
い
た
る
日
本
電
力
業
一
二
八
年
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
つ
の
時
代
に
大
き
く
区
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

①
民
有
民
営
の
多
数
の
電
力
会
社
が
主
た
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ

に
、
地
方
公
共
団
体
が
所
有
・
経
営
す
る
公
営
電
気
事
業
が
部
分
的

に
併
存
し
た
時
代
（
一
八
八
三
〜
一
九
三
九
年
三
月
）。

　

②
民
有
国
営
の
日
本
発
送
電
と
九
配
電
会
社
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
送

電
事
業
と
配
電
事
業
を
独
占
的
に
担
当
し
た
電
力
国
家
管
理
の
時
代

（
一
九
三
九
年
四
月
〜
五
一
年
四
月
）。

　

③
民
有
民
営
・
発
送
配
電
一
貫
経
営
・
地
域
独
占
の
九
電
力
会
社

が
主
た
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
地
方
公
共
団
体
が
所
有
・
経
営

一
橋
大
学
教
授

橘
川
武
郎

き
っ
か
わ
　
た
け
お
　

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
経
済
学
博

士
。
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年

よ
り
現
職
。
著
書
に
『
松
永
安
左
エ
門
』『
日
本

電
力
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
ほ
か
。

原
子
力「
国
策
民
営
」方
式
の
光
と
影

民
間
企
業
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
日
本
の
電
力
事
業
。
原
子
力
も
例
外
で
は
な
い
。

し
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
国
家
の
関
与
が
不
可
欠
な
原
子
力
は
、

す
で
に
民
間
企
業
の
枠
を
超
え
た
問
題
と
し
て
、
再
検
討
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
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す
る
公
営
電
気
事
業
や
特
殊
法
人
で
あ
る
電
源
開
発（
株
）、
官
民
共

同
出
資
の
日
本
原
子
力
発
電（
株
）な
ど
が
部
分
的
に
併
存
す
る
九
電

力
体
制
の
時
代
（
一
九
五
一
年
五
月
以
降
。
八
八
年
の
沖
縄
電
力
の

民
営
化
以
降
は
、「
一
〇
電
力
体
制
の
時
代
」
と
な
っ
た
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
電
力
業
の
歴
史
の
大
き
な
特
徴
は
、
国
家
管

理
下
に
お
か
れ
た
②
の
時
代
の
一
二
年
余
を
例
外
と
し
て
、
基
本
的

に
は
民
営
形
態
で
営
ま
れ
て
き
た
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
電

力
業
は
公
益
性
の
高
い
産
業
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
国

営
化
や
公
営
化
の
途
を
選
ん
だ
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
異
な

り
、
民
営
で
電
力
業
を
営
む
と
い
う
「
民
営
公
益
事
業
」
方
式
を
選

択
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
か
か
わ
る
戦
時
経
済
統
制
の
一
環
と
し
て
強

行
さ
れ
た
②
の
電
力
国
家
管
理
に
徹
底
し
て
反
対
し
、
③
の
民
営
九

電
力
体
制
を
生
み
出
す
う
え
で
主
導
的
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
、

松
永
安や

す
ざ
え
も
ん

左
エ
門
で
あ
っ
た
。
戦
前
、「
民
間
五
大
電
力
」
の
雄
で
あ

る
東
邦
電
力
の
社
長
を
つ
と
め
た
松
永
は
、
自
ら
の
体
験
に
も
と
づ

き
、
民
有
民
営
の
電
力
会
社
が
企
業
努
力
を
重
ね
て
「
安
い
電
気
を

安
定
的
に
供
給
す
る
」と
い
う
公
益
的
課
題
を
達
成
す
る
こ
と
こ
そ
、

電
力
業
経
営
の
本
来
の
あ
り
方
で
あ
る
と
強
く
主
張
し
た
。
こ
の
主

張
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
受
け
入
れ
、
一
九
五
一
年
五
月
に
電
気
事
業
再
編
成

が
実
施
さ
れ
て
、
民
営
九
電
力
体
制
が
誕
生
し
た
。

原
子
力
は
民
間
主
導
の
開
発
か
ら
「
国
策
民
営
」
へ

　

日
本
に
お
い
て
、原
子
力
発
電
を
推
進
す
る
体
制
が
整
っ
た
の
は
、

電
気
事
業
再
編
成
か
ら
五
年
ほ
ど
を
経
た
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
こ

と
で
あ
る
。

　

原
子
力
開
発
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
、
原
子
力
発
電
の

受
け
入
れ
主
体
を
め
ぐ
っ
て
、
政
府
主
導
を
主
張
す
る
特
殊
法
人
の

電
源
開
発
（
株
）
と
、
民
間
主
導
を
主
張
す
る
九
電
力
会
社
と
の
あ

い
だ
で
対
立
が
生
じ
た
。
結
局
、
こ
の
対
立
は
、
民
間
主
導
方
式
で

原
子
力
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
で
、決
着
を
み
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

国
家
管
理
方
式
か
ら
「
民
営
公
益
事
業
」
方
式
へ
の
回
帰
を
決
め
た

電
気
事
業
再
編
成
か
ら
、
ま
だ
日
が
浅
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
の
原
子
力
発
電
の
歩
み
は
、

①
国
民
的
期
待
を
受
け
て
の
ス
タ
ー
ト
（
一
九
五
五
〜
七
三
年
）

②
原
子
力
大
規
模
開
発
と
国
論
の
分
裂
（
一
九
七
四
〜
八
五
年
）

③
国
策
民
営
方
式
に
よ
る
調
整
（
一
九
八
六
〜
二
〇
〇
二
年
）

④
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
と
政
策
的
支
援
（
二
〇
〇
三
〜
一
〇
年
）

⑤
福
島
第
一
原
発
事
故
以
後
（
二
〇
一
一
年
）

と
い
う
五
つ
の
時
期
に
分
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
の
時
期
に
は
、
原
子
力
発
電
が
「
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
」
と
し
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て
国
民
的
期
待
を
集
め
て
い
た
と
い
う
、特
有
の
事
情
が
存
在
し
た
。

当
時
は
国
内
炭
の
減
退
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
下
が
不
安

視
さ
れ
て
い
た
が
、
原
料
の
ウ
ラ
ン
を
輸
入
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を

長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
原
子
力
は
「
準
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
考
え
ら
れ
、
期
待
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

石
油
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
②
の
時
期
に
は
、「
脱
石
油
の
切
り
札
」

と
し
て
原
子
力
発
電
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
数
多
く
の
原
発
が
建
設

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
、
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
事
故

や
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
の
事
故
な
ど
に
よ
り
、
原
子
力
利
用
の
危

険
性
に
対
す
る
警
戒
感
が
強
ま
っ
て
、
原
発
を
め
ぐ
る
国
論
は
二
分

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、
原
子
力
発
電
所

の
危
険
性
を
世
界
に
示
し
た
。
日
本
国
内
で
も
高
ま
っ
た「
脱
原
発
」

の
声
に
対
抗
し
て
原
子
力
開
発
を
進
め
る
に
は
、「
国
策
」
で
あ
る

こ
と
を
前
面
に
押
し
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。③
の
時
期
に
は
、

国
策
民
営
方
式
に
よ
る
調
整
が
本
格
化
し
た
。

　

④
の
時
期
に
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
の

価
格
高
騰
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
危
機
感
の
高
ま
り
な
ど
を

背
景
に
し
て
、
原
子
力
発
電
の
再
評
価
が
世
界
的
に
進
ん
だ
。
技
術

的
・
経
済
的
理
由
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
遅
れ
る
な
か

で
、原
子
力
は
、二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
「
最
強
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
電
源
」
と
み
な
さ
れ
た
。「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
国
際

的
潮
流
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
⑤
の
福
島
第
一
原
発
事
故
を
契

機
に
、
そ
の
流
れ
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
子
力
発
電
の
歩
み
に
は
、
光
と
影
が
幾
度
も
交

錯
し
た
。
原
発
の
こ
れ
か
ら
を
決
め
る
た
め
に
は
、
危
険
性
と
必
要

性
の
双
方
を
直
視
し
た
冷
静
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

原
子
力
発
電
の
国
営
化
を
検
討
せ
よ

　

福
島
第
一
原
発
事
故
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
国
の
原
子
力
開
発
の

あ
り
方
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
原
子

力
発
電
事
業
が
九
電
力
会
社
の
経
営
か
ら
分
離
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ

て
は
国
営
化
さ
れ
る
と
い
う
変
化
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
日
本
の

原
子
力
開
発
が「
国
策
民
営
方
式
」で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
問
題
を
、
一
挙
に
解
決
す
る
意
味
合
い
を
も
つ
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
こ
る
以
前
か
ら
、
日
本
の
原
子
力
発
電

事
業
は
、
民
間
会
社
に
よ
っ
て
営
ま
れ
な
が
ら
も
、「
国
策
」
に
よ

る
支
援
（
国
家
の
介
入
）
を
必
要
不
可
欠
と
す
る
と
い
う
矛
盾
を
抱

え
て
い
た
。

　

原
子
力
発
電
に
国
家
介
入
が
必
要
と
な
る
事
情
と
し
て
は
、ま
ず
、

立
地
確
保
の
問
題
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
子
力
発
電
所
の
立

地
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
電
源
三
法
の
枠
組
み
が
無
く
て
は
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な
ら
な
い
重
要
性
を
も
つ
。
電
源
三
法
の
枠
組
み
と
は
、
電
気
料
金

に
含
ま
れ
た
電
源
開
発
促
進
税
を
政
府
が
民
間
電
力
会
社
か
ら
徴
収

し
、
そ
れ
を
財
源
に
し
た
交
付
金
を
原
発
立
地
に
協
力
す
る
地
方
自

治
体
に
支
給
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
端
的
に
言
え

ば
、国
家
が
市
場
に
介
入
し
て
原
発
立
地
を
確
保
す
る
手
法
で
あ
り
、

民
間
会
社
は
、
自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
は
、
そ
も
そ
も
原
子
力
発
電

所
を
立
地
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

原
子
力
発
電
へ
の
国
家
介
入
を
不
可
避
に
す
る
も
う
一
つ
の
事
情

と
し
て
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
問
題
（
い
わ
ゆ
る
「
バ
ッ
ク

エ
ン
ド
問
題
」）
が
あ
る
。
核
燃
料
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
問
題
に
関
し

て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
処
理
）
す
る
に
せ
よ
ワ
ン
ス
ス
ル
ー
（
直

接
処
分
）
す
る
に
せ
よ
、
国
家
の
介
入
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
と
く
に
、
現
在
の
日
本
政
府
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
路
線
を

採
用
す
る
場
合
に
は
、
核
不
拡
散
政
策
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
は
別
次
元
の
政
治

的
・
軍
事
的
事
柄
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
立
地
問
題
や
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
問
題
に
加
え
て
、
今
回
の

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
最
も
重
要
な
非
常
事
態
発
生
時
の
危
機
管

理
に
つ
い
て
も
、
民
間
電
力
会
社
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
、
そ
し
て
米
軍
ま
で
も
が

福
島
第
一
原
発
一
〜
四
号
機
の
冷
却
の
た
め
に
出
動
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
こ
と
は
、
原
子
力
発
電
事
業
を
民
営
形
態
に
任
せ
る
こ
と
の

「
無
理
」
を
示
し
て
い
る
。

　
「
国
策
民
営
方
式
」
の
大
き
な
問
題
点
は
、原
子
力
発
電
を
め
ぐ
っ

て
国
と
民
間
電
力
会
社
の
あ
い
だ
に
「
も
た
れ
合
い
」
が
生
じ
、
両

者
間
で
責
任
の
所
在
が
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
九
電

力
各
社
は
、
む
し
ろ
、「
国
策
」
に
よ
る
支
援
が
必
要
不
可
欠
な
原

子
力
発
電
事
業
を
経
営
か
ら
切
り
離
し
た
ほ
う
が
、
良
い
意
味
で
私

企
業
性
を
取
り
戻
し
、
民
間
活
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
九
電
力
会
社
中
最
大
の
東
京
電
力
で
さ
え
、
い
っ
た
ん

重
大
な
原
発
事
故
を
起
こ
せ
ば
経
営
破
た
ん
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ

る
現
実
を
み
れ
ば
、
民
間
電
力
会
社
の
株
主
（
場
合
に
よ
っ
て
は
経

営
者
）
の
中
か
ら
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
に
立
っ
て
、
原

子
力
発
電
事
業
を
分
離
し
よ
う
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
も
、
け
っ
し

て
不
思
議
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
指
摘
し
た
原
子
力
発
電
事
業
の
九
電
力
会
社
経
営
か
ら
の

分
離
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
七
年
前
に
出
版
し
た
著
書
（『
日
本
電

力
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』）
の
な
か
で
、
強
く
主
張
し
た
こ
と

が
あ
る
。
当
時
、
こ
の
主
張
は
、
電
気
事
業
関
係
者
や
電
力
行
政
担

当
者
の
大
半
か
ら
無
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
改
革
は
、
現
実
味
を
帯
び
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、

福
島
第
一
原
発
事
故
の
衝
撃
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
■


